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１．会社概要 

（１）事業所及び代表者氏名 

      事業所名  ：株式会社バスクリン  

 代表者氏名 ：代表取締役社長 古賀 和則 

 

（２）所在地 ：〒102-0073  

東京都港区芝浦 4-3-4 田町きよたﾋﾞﾙ 4F（2014 年 8 月まで） 

東京都千代田区九段北 4-1-7 九段センタービル 8F（2014 年 9 月から） 

（３）環境管理責任者氏名 ：総務部長 久保 康一 

   連絡先ＴＥＬ：03-3511-5811  ＦＡＸ：03-3511-5820 

 

（４）事業概要：医薬部外品(入浴剤、育毛剤等）・化粧品・雑貨の開発・製造･販売 

 

（５）事業規模（2014 年 12 月現在） 

     

 

 

２．対象範囲 

  ①認証・登録の業務:医薬部外品(入浴剤、育毛剤等）・化粧品・雑貨・医薬品・食品の開発・製造･    

販売 

   

 

 

 

 

項目 
単

位 
本社 

静岡 

工場 

つくば

研究所 

東日本

営業所 

東京  

支店 

名古屋

支店 

大阪 

支店 

福岡 

営業所 
合計 

従業員数 人 68 70 34 42 10 17 7 248 

敷地面積 ㎡ 620 19,175 3,127 150 145 250 113 23,580 

床面積 ㎡ 620 10,744 2,033 150 145 250 113 14,055 
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②認証･登録の範囲 

   本社     ：東京都千代田区九段北 4-1-7 九段センタービル 8F 

   静岡工場   ：静岡県藤枝市谷稲葉 242-1 

つくば研究所 ：茨城県つくば市東新井 29-9         

東日本営業所 ：東京都千代田区九段北 4-1-7 九段センタービル 8F        

東京支店   ：東京都千代田区九段北 4-1-7 九段センタービル 8F         

名古屋支店  ：愛知県名古屋市東区葵 3-22-8 ニューザックビルディング 4F         

大阪支店   ：大阪府大阪市淀川区宮原 2-14-10 中尾ロイヤルビル 4F         

福岡営業所  ：福岡県福岡市中央区天神 4-2-20 天神幸ビル 7F         

                   

  ③活動レポートの対象期間及び発行日 

   2014 年 1 月から 2014 年 12 月 

   

 

                            

 

 

 

 

静岡工場 

つくば研究所 
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３．環境方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境方針 

 
 

＜基本理念＞ 

株式会社バスクリンは、自然との共生を原点とする企業として、地球環境・地域環境  

に配慮し、健やかで心地よい生活を提供するため、下記の行動指針に基づき全社一丸

となって自主的・積極的に、環境保全活動に取り組みます。 

 

＜行動指針＞ 

１．当社の事業活動において、開発・生産、販売・物流、使用、廃棄の各段階における

環境負荷の低減に資する活動を積極的に進めるため、 

次の項目を重点管理として取り組みます。 

１）環境配慮型製品の開発設計 

２）環境配慮型製品の販売促進 

３）電気・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減 

４）廃棄物の３R（減量、再使用、再利用）の推進 

５）節水の推進 

６）化学物質の削減 

７）グリーン購入の推進 

 

これらの項目について環境目標・活動計画を定め、環境経営システムを確立し、 

継続的な改善と汚染の防止に努めます。 

 

２． 環境関連法規、規制及び当社が同意するその他要求事項を遵守します。 

 

３．環境への取組みについて、環境活動レポートを作成し公表します。 

                    制定日：2010 年 2月 15 日 

                       改訂日：2011 年 4 月 1 日 

 

東京都千代田区九段北 4-1-7 九段センタービル 8F 

                     

                 代表取締役社長  古賀 和則 



5 

４．環境目標とその実績 

  

４.１ 3 カ年環境目標（201５年度～201７年度） 

 
項目 

（部門） 
単位 

基準年度 

(2012年度) 
2015 年度 2016 年度 2017 年度 

１ 

二酸化炭素排出

量削減（全社） 
kg-CO2 1,157,502 

1,141,000

（対:2012 年

▲1.5％） 

1,135,000

（対:2012 年

▲2％） 

1,133,000

（対:2012 年

▲2.1％） 

消費電力の削減

＊
 

kwh 2,031,434 

2,004,000 

（対:2012 年

▲1.5％） 

1,994,000 

（対:2012 年

▲2％） 

1,989,000 

（対:2012 年

▲2.1％） 

ガソリン使用量

の削減 
L 119,695 

117,900 

（対:2012 年

▲1.5％） 

117,300 

（対:2012 年

▲2％） 

117,200 

（対:2012 年

▲2.1％） 

２ 

産業廃棄物 

排出量の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

ｔ 1,186 

1,079

（対:2012 年

▲9％） 

＊＊ 

1,091

（対:2012 年

▲8％） 

＊＊ 

1,139

（対:2012 年

▲4％） 

＊＊ 

３ 

排水量の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

m3 4,711 

4,523

（対:2012 年

▲4％） 

4,475

（対:2012 年

▲5％） 

4,428

（対:2012 年

▲6％） 

4 

環境配慮型製品

の開発設計 

（つくば研究所） 

－ － 
新製品の環境

負荷値の計測 

包材重量減量

化検討 

包材重量減量

化検討 

5 
環境人材の育成

（全社） 

エコ検定

合格者数 

44 名 

累計 186 名 
12 名 5 名 5 名 

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、東京電力の 0.433kg-CO2/kWh（2011 年）を採用。 

＊＊産業廃棄物の目標値は、生産増（販売増）を考慮し、算出。 
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４.２ 活動実績（2014 年度 1 月～12 月） 

 
項目 

（部門） 
単位 

2014 年度 

1 月～12 月 

計画値 

2014 年度 

1 月～12 月 

実績値 

評価 達成状況コメント 

１ 

二酸化炭素排出

量削減（全社） 

kg-C

O2 
1,147,000 

1,227，324* 

(1,446，636)* 
× 

電力の増加により計画値に

対して、7.0%オーバーと

なった。最新の二酸化炭素

排出係数で算出した値は、

26.1%増となった。 

消費電力の削減＊ kwh 2,014,000 2,260,953 × 

静岡工場での生産量の増加

により、合計で計画値に対

して 12.3％オーバーした。 

ガソリン使

用量の削減 
L 118,500 106,947 ○ 

テレマティクスの全営業車

への導入後の運用向上およ

びハイブリットカーの一部

導入の結果、ガソリン使用

量が計画値に対して 

▲9.7％となった。 

２ 

産業廃棄物 

排出量の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

ｔ 1,056 1,080 × 

新製品生産テスト等の直接

生産以外の廃棄物の増加、

および生産量の増加に伴う

製剤ロスも増加し、計画値

を 2.4%オーバーした。 

３ 

排水量の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

m3 4,570 4,531 ○ 

工場において、洗浄方法の

改善により削減効果を出し

た。結果、計画値に対して

0.9％減となった。 

4 

環境配慮型製品

の開発設計 

（つくば研究所） 

－ － － ○ 

詰替え容器を使用した「き

き湯」、化管法対象物質未使

用のライト育毛剤を上市し

た。 

5 

販売促進物の 

廃棄量低減 

（本社） 

千円 681 0 

 

○ 

販売促進物数量の適正化と

使用促進活動を積極的に実

施した結果 0 となった。 
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＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、東京電力の 0.433kg-CO2/kWh(2011 年)を採用。括弧内に最新の係数 東京電

力の 0.530kg-CO2/kWh(2013 年)、ガソリンは 2.322kg-CO2/L での計算値を示した。 

 

５．2014年度の主要な環境活動計画（具体的取組内容） 

 
環境目標 

（部門） 

活動計画 －具体施策－ 

１ 
電気使用量の削減 

（全社） 

・日中、不要時の消灯、電源 OFF 

・室温管理（冷房：28℃ 暖房：20℃） 

・週 3 回ノー残業デーの徹底 

・非使用時の会議室空調停止 

２ 

産業廃棄物 

排出量の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

・香料切替え時の洗浄廃液の抑制 

・分別による有価物への転換 

・フレコン袋のリユース再使用の推進 

・工場での適切な分別処理実施 

・試作規模を毎回精査 

３ 

排水量の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

・月一回の漏水点検の徹底 

・部品洗浄時の水使用削減 

・節水便器の導入 

・節水の呼び掛け 

・入浴剤評価実験の効率化検討 

・装置・機器洗浄における水使用量の削減 

４ 

販売促進物の 

廃棄量低減 

（本社） 

・販促物作成数量の適正化 

・適宜使用の促進 
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６．環境活動の前年度結果との比較評価（2014 年 1月～12月の活動結果） 

 
項目 

（部門） 

(前年度同期比) 

達成：○未達成：× 
取り組み結果の評価コメント 

１ 

電気使用量の削

減 

（全社） 

× 

日中、不要時の消灯、室温管理（冷房：28℃ 暖房：

20℃）、週 3 回ノー残業デーの徹底、非使用時の会議

室空調停止等は昨年に続き実施したが、静岡工場で

の生産量の増加により、昨年実績と比較して 7.0%増

となった。 

２ 

産業廃棄物 

排出量の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

○ 
製品返品の廃棄物が減少した為、昨年実績と比較し

て 4.0%の減となった。 

３ 

排水量の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

○ 
工場において、部品洗浄方法の改善により、昨年実

績と比較して 4.0%減となった。 

４ 
販売促進物の廃

棄量低減（本社） 
○ 

各担当部署・営業部門が適宜に販売促進物を使用し、

廃棄物を低減するように努力した。 

 

７．2015年 1月以降の取組み内容 

  
環境目標 

（部門） 

2015 年度の環境活動の取組み内容 

１ 
電気使用量の削減 

（全社） 

特に夏場の消費電力削減の取り組み強化 

・室温管理（冷房:28℃  暖房:20℃） 

・非使用時の会議室の空調停止 

・使用していない電源 OFF 

・週 3 日のノー残業デーの継続 

・日中の窓側蛍光灯の消灯 

・構内外灯の点灯時間短縮及び点灯本数の半減 

２ 

産業廃棄物 

排出量の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

・分別による有価物への転換 

・リユースの推進 

・製造ロスの発生を少なくするための効率的な生産体制を強化 

・試作規模を毎回精査 

３ 排水量の削減 ・継続的な多面的節水行動 
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（静岡工場+つくば

研究所） 

・月一回の漏水点検 

・入浴剤評価実験の効率化検討 

・装置、機器洗浄における水使用量の削減 

４ 
販売促進物の廃棄

量低減（本社） 
・年度末に在庫を残さないよう、営業部門への情報提供 

５ 

環境配慮型製品の

販売促進 

（本社） 

・環境に配慮した詰め替え商品の販売促進を推進 

・使用促進 

・商談においての啓発 

６ 
グリーン購入の推進 

（全社） 
・環境対応マークの付いた文房具の購入を推進 

７ 

化学物質の削減 

（静岡工場+ 

つくば研究所） 

・化管法対象物質、主要化学物質の月次購入管理 

・有害廃液の適正な回収 

・有害試薬の削減 

・製剤ロスの削減 

８ 

環境配慮型製品の

開発設計 

（つくば研究所） 

・環境負荷を考慮した処方設計と環境負荷値の計測 

・処方決定での化管法対象原料の確認・承認 

・化管法対象物質減量処方の検討 

・包材重量減量化検討 

 

８．環境関連法規制への違反、訴訟等の有無 

 該当する環境関連法規制 
本

社 

静

岡 

つ

く

ば 

確認 

は○ 

遵守 

評価 

１ 

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） 

・収集運搬・処分先との委託契約の締結及び許可証 

・マニフェスト伝票の発行及び返却期限管理 

・産業廃棄物交付票の状況報告（事業所ごと） 

 

● ● ● ○ 
違反 

無し 
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２ 

 

毒物及び劇物取締法 

・毒劇物法定表示と毒物保管量管理 

 

 
● ● ○ 

違反 

無し 

３ 

 

消防法 

・危険物の保管管理（届出指定数量以下） 

 

 
● ● ○ 

違反 

無し 

４ 

 

容器包装リサイクル法 

・特定事業者としての帳簿の備えと5年間保管 

・主務大臣への定期報告 

・リサイクル費用の支払い 

 

●   ○ 
違反 

無し 

※●は対象地区 

 ※当社に関わる環境関連法規等の遵守確認の結果、違反はありませんでした。 

また、過去３年間にわたり関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 

 

９．代表者による全体評価と見直し結果 

  代表者による全体評価と見直しを 2015 年 4 月 1 日に実施し、下表の結果となりました。 

  項 目 見直しの有無 評価コメント 

１ 環境方針の見直し 無 現時点での方針の見直しは不要とする。 

２ 環境目標 無 現時点で活動目標は追加しない。 

３ 環境活動計画 無 
活動目標については中期計画と実績を踏まえて検

討する。 

４ 
環境経営システム的な

指示 
無 現時点での活動に問題は無いと判断する。 

５ 全体評価コメント  

環境方針の主旨を理解し、適切な目標の設定と対

策の実施が図られている。 

年間を通じて、全社的活動を継続する。 
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１０．環境経営推進体制 

 

 

 

 

                    

                                

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．社内活動のトピックス 

Wi-Fi の導入（本社オフィス） 

 

 

 

環境管理責任者:総務部長           

 

 

代表者： 社長 

経営会議 

本社 

部門責任者 
静岡工場 

部門責任者 

事務局 

チーム 

内部監査チーム 

つくば研究所 

部門責任者 

各営業サイト 

福岡（営） 大阪（支） 名古屋（支）    

東京（支） 量販部 東日本（営） 

環境委員会 

チーム 

無線 LAN を設置し、会議室用資料はノート型パソコンで

各自が閲覧する方法を推進。会議用資料の配布を削減し

ました。 
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LED 照明の採用（本社オフィス） 

 

 

会議室の壁にガラス採用（本社オフィス） 

 

 

 

 

来客スペースおよび応接室、廊下等に

LED 照明を採用しました。 

 

会議室の壁にガラスを採用し、外光を建

屋内部にまで取り込める様にし、照明電

気量を削減できる工夫を行いました。 
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テレマティクスの全営業車導入 

 

 

フロン使用機器の順次更新（つくば研究所） 

      

 

事業所周辺道路の清掃活動（つくば研究所） 

 

 

 

 

テレマティクスとは、営業車両に車載機を装着し、通信回線を通じて

取得した様々な車両運行データを、インターネット上で運行管理に有

効な情報として提供するサービス。運行状況が「見える化」されるた

め安全運転の指導が可能となります。また運転者がエコドライブを心

がけるようになるため、ガソリン使用量が削減されました。 

 

フロン使用の実験機器を計画的に代替フ

ロン機器に順次更新を行っており、環境負

荷の軽減に対応しています。 

地域貢献活動の一環として、毎週月曜日

に事業所の回りの歩道・道路の清掃を行

っています。 
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１２．工場での取り組み 

静岡工場では CSR 活動の一環として工場見学を積極的に行っています。                                                                                                  

     

       工場生産ラインの説明              入浴剤手作り体験風景 

 見学件数 見学者数 

2014年実績 75件 1,165名 

累計（2011年4月～） 288件 4,434名 

 

 また地域貢献活動の一環として定期的に工場周辺の清掃作業を行っています。 

     

 

 

 

■環境活動レポートに関するお問い合わせ先 

株式会社バスクリン 総務部CSR推進グループ 

〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-1-7 九段センタービル 8F 

TEL: 03-3511-5811 FAX: 03-3511-5820 

次回環境活動レポート発行予定：2016年3月 第7号  

TEL:03-6311-6670

